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通信システム

コグニティブ無線通信、マルチホーミング

遅延時間を測定するための負荷を軽減し、複数の通信経路間の遅延時間差を容
易に測定することができる通信システムを提供する。

通信システムを構成する複数の通信経路間の遅延時間差を容易に測定することが
でき、その測定のための負荷を軽減することが可能となる。

コアネットワーク２００に連なった
コグニティブゲートウェイ１０は、
コグニティブ基地局２０、３０とコ
グニティブ端末４０、５０との間の
無線通信経路間の遅延時間差を
測定するためのメッセージを生成
し、そのメッセージをコグニティブ
基地局２０、３０を介してコグニ
ティブ端末４０、５０へブロード
キャストするとともに、コグニティ
ブ端末４０、５０は、コグニティブ
基地局２０、３０から複数の無線
通信経路を介して受信した複数
のメッセージの受信時刻を検出し
て複数の無線通信経路間の遅
延時間差を測定する。


